
ＮＰＯ法人 かたつむり 【フェイスブックの活用と運用体制の構築】

発達に障害のある子どもの家族が安心して話せる場です。

支援体制の整わない中での子育ては、親として様々な困難に直面します。

しかし、その経験はかけがえのない「財産」でありこの「財産」を後から続く

お母さんやご家族に引き継ぐために多様な視点から活動を展開しています。

メンバー

役員：4名 会員：81名

活動内容

1. カフェ☆かたつむり

2. 個別サポート

3. テーマ交流会

4. 大人のための研修会

5. キッズラボ 学習＆ソーシャル

6. わんぱくキッズ

7. その他

8. 昨年12月ＮＨＫ Ｅテレ「噂の保護者会」でNPO法人かたつむりの

取り組みが紹介されました

誰一人同じ人はいなく、他者と自分の違いを知ることが「社会性」であると

この子たちから学びながら活動している団体です。

◼かたつむりとは

https://katatsumuri2007.jimdo.com



◼団体ニーズ

◼チームの取り組み

◼チームメンバー・活動予定期間
チームメンバー：3名（シニア1名＋現役2名）

活動予定期間 ：12月～3月

キックオフ資料作成でプロボノワーカーの熱い議論が展開されました

キックオフでの提案の様子です

提案中のフェイスブック制作・設定マニュアル（全75頁）

Facebook というSNS を活用し「NOP 法人かたつむりの存在を、よ

り多くの人に知って欲しい」。これによって、次のことを達成したい。

1.自分の子が「もしや発達障害ではないか」などと、ひとり

で悩んでいる（母）親が、かたつむりの活動に共感し、安

心して相談に来られるようにする。

2. 読者がかたつむりの活動に共感し、その支援のため、

寄付（クラウドファンディングを含む）したり、ボランティア

として協力してもらえるようにする。

3. 読者がかたつむりの活動に共感し、発達障害やその周

辺の特性を抱える子やその親の状況を理解し、地域全

体で支えられるようになる。

4.かたつむりの活動資金を募るクラウドファンディングが

１月２５日から開始されることから、できればこの日ま

でに公開したい。

成果物としては、以下のものを作成します。
1. Facebook ページ
2. Facebook ページ制作や運用に関するドキュメント

なお、かたつむりではパソコンで運用を行う予定のため、
マニュアルでは、パソコンでの操作模様を記載する。

3.その他、必要に応じて相談します。
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